
         

「
南
方
隨
筆
」
所
収
「
俗
傳
」
パ
ー
ト 

 

「
イ
ス
ノ
キ
に
關
す
る
俚
傳
」 

 

底
本
正
字
化
版
・
藪
野
直
史
オ
リ
ジ
ナ
ル
注
附 

   

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
論
考
は
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
十
月
発
行
の
『
人
類
學
會
雜
誌
』
二
十
七
巻

七
号
に
初
出
さ
れ
、
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
五
月
に
岡
書
院
か
ら
刊
行
さ
れ
た
単
行
本
「
南
方
隨
筆
」

に
収
録
さ
れ
た
。 

 

底
本
は
同
書
初
版
本
を
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
原
本
画
像
（
こ
こ
が
冒
頭
）
で

視
認
し
て
用
い
た
。
但
し
、
加
工
デ
ー
タ
と
し
て
サ
イ
ト
「
私
設
万
葉
文
庫
」
に
あ
る
電
子
テ
ク
ス
ト

（
底
本
は
平
凡
社
「
南
方
熊
楠
全
集
」
第
二
巻
（
南
方
閑
話
・
南
方
随
筆
・
続
南
方
随
筆
）
一
九
七
一
年

刊
で
新
字
新
仮
名
）
を
加
工
デ
ー
タ
と
し
て
使
用
さ
せ
て
戴
く
こ
と
と
し
た
。
こ
こ
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。 

 

実
は
、
本
篇
は
「
選
集
」
版
を
「
イ
ス
ノ
キ
に
関
す
る
里
伝
」
と
し
て
古
く
に
公
開
し
て
い
る
が
、
今

回
の
も
の
が
、
正
規
表
現
版
と
な
る
。］ 

 

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/148
http://kiebine2007.amearare.com/
http://kiebine2007.amearare.com/
http://kiebine2007.amearare.com/
http://kiebine2007.amearare.com/minakata2.htm
http://kiebine2007.amearare.com/minakata2.htm
http://kiebine2007.amearare.com/minakata2.htm
http://kiebine2007.amearare.com/minakata2.htm
http://yab.o.oo7.jp/isu.html


  
 

 
 

イ
ス
ノ
キ
に
關
す
る
俚
傳 

  

「
イ
ス
ノ
キ
」 D

isty
liu

m
 racem

o
su

m
 S

ieb
.et Z

u
cc.

は
、
九
州
及
び
熊
野
等
、
暖
地
產
の
常
綠
樹
に
て

「
マ
ン
サ
ク
科
」
に
屬
す
、
ヒ
ヨ
ン
ノ
キ
と
も
呼
ぶ
、
倭
漢
三
才
圖
會
卷
八
四
に
云
く
、
其
葉
面
如
子
者

脹
出
、
中
有
小
蟲
化
出
、
殼
有
孔
口
、
吹
去
塵
埃
爲
空
虛
。、
大
者
如
桃
李
、
其
文
理
如
檳
榔
子
、
人
用

收
胡
椒
秦
椒
等
末
、
以
代
匏
瓢
、
故
俗
曰
瓢
木
、
或
小
兒
戯
吹
之
爲
笛
、
駿
州
多
有
之
、
祭
禮
吹
此
笛
供

奉
于
神
云
々
、
紀
州
西
牟
婁
郡
稻
成
村
大
字
糸
田
に
、
大
な
る
イ
ス
ノ
キ
有
り
、
俗
に
疣
の
木
と
稱
す
、

年
々
小
さ
き
網
窠
蟲
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ま
う
く
わ
ち
ゆ
う
」
。
］
其
葉
に
子
を
產
付
け
、
上
記
の
蟲
窠

（
沒
食
子
）
を
生
ず
る
、
初
め
其
狀
頗
る
疣
に
類
す
る
故
也
。
疣
を
病
む
者
、
此
木
の
側
ら
な
る
地
藏
の

石
像
に
祈
り
、
其
小
枝
を
折
り
、
葉
に
て
疣
を
撫
で
、
捨
て
歸
る
に
必
ず
平
癒
す
と
傳
ふ
、
疣
が
人
體
を

離
れ
て
木
に
徙
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
う
つ
る
」
。
］
と
云
ふ
、
又
紀
州
の
里
俗
、
疣
有
者
、
棒
を
己
が

身
と
木
と
の
間
に
、
橋
の
如
く
に
渡
し
、
「
疣
橋
渡
」
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
い
ぼ
、
は
し
、
わ
た
れ
。
」。
］

と
三
度
唱
へ
乍
ら
、
指
に
て
木
を
輕
く
打
つ
て
橋
を
渡
る
に
擬
す
れ
ば
、
疣
速
か
に
癒
ゆ
、
別
に
何
の
木

と
定
り
た
る
事
無
し
と
云
ふ
、
英
國
に
も
、
ハ
ン
ノ
キ
の
芽
を
疣
の
數
だ
け
取
て
、
之
を
埋
む
れ
ば
、
忽

ち
斯
の
患
を
除
く
て
ふ
事 W

. G
. B

lack
, 

‘F
o
lk

-M
ed

icin
e,

’ 1
8
8
3
, p

.5
7
 

に
見
ゆ
。
思
ふ
に
此
れ
等
は
、

最
初
諸
木
の
葉
に
生
ず
る
蟲
窠
の
疣
樣
な
る
よ
り
、
人
の
疣
を
樹
に
移
し
得
と
信
ず
る
事
、
件
の
糸
田
の

疣
の
木
に
於
る
が
如
く
な
り
し
よ
り
起
れ
る
な
ら
ん
か
、
支
那
の
先
王
の
八
音
、
金
石
糸
竹
匏
土
革
木
の

中
に
、
土
の
樂
器
は
壎
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
け
ん
」
。
］
な
り
。
和
漢
三
才
圖
會
卷
十
八
に
、
事
物
起
原

云
、
世
本
壎
謂
暴
辛
公
所
造
者
非
也
、
德
音
之
音
而
聖
人
作
爲
也
、
拾
遺
記
言
、
庖
犧
爲
壎
、
蓋
壎
燒
土

爲
之
、
大
如
鵝
、
卵
鋭
上
平
底
似
稱
錘
六
孔
と
有
り
、
白
虎
通
に
、
其
卦
は
炊
に
中
り
、
其
方
は
西
南
に

位
す
と
云
り
、
其
圖
を
視
る
に
ヒ
ヨ
ン
の
笛
に
似
た
り
、
其
始
め
は
斯
る
蟲
窠
を
吹
き
し
よ
り
起
り
し
か

と
惟
は
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
お
も
は
る
」
。］、
十
七
年
計
り
前
、
大
英
博
物
館
に
近
き
店
に
、
不
斷
斬

新
の
翫
具
を
賣
出
す
所
有
り
、
壎
の
圖
に
酷
似
せ
る
、
赤
き
土
製
の
樂
器
に
、
音
譜
と
使
用
傳
授
書
を
添

え
賣
出
せ
し
を
見
る
に
、o

carin
a 

と
云
ふ
物
也
、
因
て
手
近
き
字
書
類
典
抔
を
搜
せ
し
も
見
當
ら
ず
、
ウ

エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
の
學
僧
兼
飮
仙
「
ヂ
ー
ン
、
ハ
ー
フ
ヲ
ー
ド
」
に
尋
ね
し
に
、
是
れ
は
支
那
の
壎
如

き
古
樂
に
も
非
ず
、
聖
作
に
て
も
無
し
、
ほ
ん
の
俗
謠
に
合
せ
て
兒
童
の
翫
ぶ
具
也
と
答
え
ら
れ
し
、
昨



年
出
板
の
大
英
類
典
卷
十
九
、
九
六
五
頁
に
、
オ
カ
リ
ナ
の
短
き
一
條
有
り
云
く
、
伊
太
利
創
製
の
器
に

て
、
兒
戯
具
又
奇
品
た
る
に
過
ぎ
ず
、
但
し
合
奏
に
用
ゆ
べ
く
譜
曲
を
作
れ
る
者
は
有
り
、
普
通
に
十
孔

を
有
す
云
々
と
、
去
れ
ば
壎
と
何
の
關
係
も
無
き
者
な
り
、
愚
案
に
壎
唐
音
ヒ
ヱ
ン
、
イ
ス
ノ
キ
の
ヒ
ヨ

ン
共
に
其
鳴
る
聲
に
基
け
る
名
た
る
事
、
吾
邦
の
ビ
ヤ
ボ
ン
、
ポ
コ
ン
ポ
コ
ン
、
英
語
の
ド
ラ
ム
（
太
皷
）

タ
ム
タ
ム
（
拍
皷
）
に
等
し
き
も
の
歟
、
序
で
に
述
ぶ
、
那
智
山
と
高
田
村
の
間
だ
に
、
烏
帽
子
岩
と
て

甚
だ
淋
し
き
處
有
り
、
魔
所
の
由
、
昔
し
尾
張
で
最
上
の
陶
器
を
燒
く
に
、
イ
ス
ノ
キ
の
灰
を
土
に
和
す

る
を
要
し
、
此
所
に
イ
ス
ノ
キ
多
け
れ
ば
と
て
採
り
に
來
る
を
常
と
せ
り
、
或
る
時
其
使
一
人
、
此
岩
に

登
り
四
邊
を
觀
察
し
て
、
申
の
刻
を
過
せ
し
に
、
周
圍
の
草
木
風
無
き
に
自
ら
動
き
出
し
け
れ
ば
、
狼
狽

し
て
逃
げ
還
れ
り
と
、
咄
し
を
聽
て
予
暮
に
及
ん
で
獨
り
其
處
に
行
き
見
し
に
、
果
し
て
風
吹
か
ず
に
、

水
楊
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
か
は
や
な
ぎ
」
。
］
コ
ア
カ
ソ
抔
動
搖
し
て
止
ま
ず
、
氣
味
惡
き
を
我
慢
し
て

詳
察
せ
し
に
、
叢
下
に
多
き
細
流
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ほ
そ
な
が
れ
」
。
］
に
、
水
楊
の
細
根
夥
く
［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
お
び
た
だ
し
く
」
。
］
浸
り
居
り
、
水
之
に
激
し
て
小
木
皆
搖
け
る
な
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：「
ゆ
り
け
る
な
り
」。
］、
諸
國
の
俚
譚
に
風
無
く
て
草
木
震
動
す
と
云
ふ
は
、
此
樣
な
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：「
こ
ん
な
」。］
事
か
ら
速
斷
し
て
生
ぜ
る
な
る
べ
し
。 

 
 

 

（
明
治
四
十
四
年
十
月
人
類
第
二
十
七
卷
） 

  

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：『「
イ
ス
ノ
キ
」 D

isty
liu

m
 racem

o
su

m
 S

ieb
.et Z

u
cc.

は
、
九
州
及
び
熊
野
等
、
暖
地

產
の
常
綠
樹
に
て
「
マ
ン
サ
ク
科
」
に
屬
す
、
ヒ
ヨ
ン
ノ
キ
と
も
呼
ぶ
、
倭
漢
三
才
圖
會
卷
八
四
に
云
く

…
…

』
事
前
に
『
「
和
漢
三
才
圖
會
」
卷
第
八
十
四 

灌
木
類 

瓢
樹
（
ひ
よ
ん
の
き
／
い
す
） 

／ 

イ
ス
ノ
キ
』
を
電
子
化
注
し
て
お
い
た
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

「
紀
州
西
牟
婁
郡
稻
成
村
大
字
糸
田
」
現
在
の
和
歌
山
県
田
辺
市
稲
成
町
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー

タ
）。
南
方
熊
楠
の
墓
も
こ
こ
に
あ
る
。
な
お
、
熊
楠
の
神
社
合
祀
反
対
運
動
の
濫
觴
は
こ
こ
の
猿

神

社

さ
る
が
み
の
や
し
ろ

（
結
局
、
合
祀
さ
れ
て
し
ま
っ
た
）
の
合
祀
に
発
し
た
。 

「
網
窠
蟲
」
「
選
集
」
は
『
網
翅
蟲
』
と
訂
し
て
い
る
が
、
網
翅
目
は
ゴ
キ
ブ
リ
亜
目
と
カ
マ
キ
リ
亜
目
か

ら
な
り
、
イ
ス
ノ
キ
に
寄
生
し
て
虫
瘤
を
形
成
す
る
種
は
そ
こ
に
含
ま
れ
な
い
の
で
、
誤
り
で
あ
る
。
築
地

琢
郎
氏
の
サ
イ
ト
「M

u
sh

i N
a
v
i

」
の
こ
ち
ら
に
よ
れ
ば
、
当
該
種
は
カ
メ
ム
シ
目
ア
ブ
ラ
ム
シ
科
ヒ
ラ
タ

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/05/post-297ef9.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/05/post-297ef9.html
https://www.google.com/maps/place/%E5%8D%97%E6%96%B9%E7%86%8A%E6%A5%A0%E3%81%AE%E5%A2%93/@33.7392778,135.3773931,17.75z/data=!4m5!3m4!1s0x600709f930902fc3:0xebfe5fa96bfbabb!8m2!3d33.7395645!4d135.3776596
https://mushinavi.com/navi-insect/data-abura_mune_siiko.htm
https://mushinavi.com/navi-insect/data-abura_mune_siiko.htm


ア
ブ
ラ
ム
シ
亜
科 M

e
ta

n
ip

p
o
n

a
p
h

is 

属
シ
イ
コ
ム
ネ
ア
ブ
ラ
ム
シ  M

e
ta

n
ip

p
o

n
a
p

h
is ro

tu
n

d
a

 ro
tu

n
d

a
  

と
あ
る
。
本
文
に
現
わ
れ
る
「g

a
ll

」
虫
癭

ち
ゅ
う
え
い

（
＝
虫む

し

瘤こ
ぶ

）
は
、
同
科 N

ip
p
o

n
a
p

h
is 

属
イ
ス
ノ
フ
シ
ア
ブ
ラ

ム
シ 

N
ip

p
o
n

a
p
h

is 
d
isty

liic
o
la

 

が
作
っ
た
も
の
を
「
イ
ス
ノ
キ
エ
ダ
ナ
ガ
タ
マ
フ
シ
」
、
同
科 

N
e
o
th

o
ra

ca
p
h

is  

属
ヤ
ノ
イ
ス
ア
ブ
ラ
ム
シ N

e
o
th

o
ra

c
a
p
h

is y
a
n

o
n

is 

が
作
っ
た
も
の
を
「
イ
ス
ノ
キ
ハ

タ
マ
フ
シ
」
と
呼
称
す
る
。
画
像
は
こ
こ
（S

h
u

 S
u

e
h

iro

氏
の
サ
イ
ト
「
ボ
タ
ニ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
」
内
）

や
こ
こ
（
佐
々
木
玄
祐
氏
の
サ
イ
ト
「G

e
n

-y
u

's F
ile

s

」
内
）
を
見
ら
れ
た
い
。 

「
蟲
窠
（
沒
食
子
）
」
前
者
は
「
ち
ゆ
う
く
わ
」
（
ち
ゅ
う
か
）
、
後
者
は
「
も
つ
し
よ
く
し
」
（
も
つ
し
ょ

く
し
）
と
読
む
。
所
謂
、「
虫む

し

瘤こ
ぶ

」
で
あ
る
。 

「
ハ
ン
ノ
キ
」
本
邦
産
の
そ
れ
は
ブ
ナ
目
カ
バ
ノ
キ
科
ハ
ン
ノ
キ
属
ハ
ン
ノ
キ A

ln
u
s ja

p
o
n

ica
 v

ar. 

villo
sa

 

。
但
し
、
イ
ギ
リ
ス
に
は
本
種
は
自
生
し
な
い
か
ら
、
ハ
ン
ノ
キ
属
の
別
種
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
分
布
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ハ
ン
ノ
キ A

ln
u
s g

lu
tin

o
sa

  

（
英
語
名
：B

lack
 A

ld
er

）
と
思
わ
れ
る
。 

「W
. G

. B
lack

, 

‘F
o
lk

-M
ed

icin
e,

’ 1
8
8
3
, p

.5
7

」
グ
ラ
ス
ゴ
ー
出
身
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
古
物
商
で
、

弁
護
士
・
政
治
家
で
も
あ
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
ラ
ッ
ク
（W

illiam
 G

eo
rg

e B
lack

 

一
八

五
七
年
～
一
九
三
二
年
）
の
「
民
間
薬
」。
こ
の
ペ
ー
ジ
数
は
底
本
も
「
選
集
」
も
「p

.6
5

7

」
で
同
じ
だ
が
、

「In
te

r
n

e
t a

rc
h

iv
e

」
で
見
る
限
り
、
全
「2

2
8

」
ペ
ー
ジ
で
、
こ
ん
な
ペ
ー
ジ
は
な
い
。
そ
こ
で
英
文
テ

ク
ス
ト
を
「W

a
r
ts

」
（
疣
）
で
検
索
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
を
調
べ
た
結
果
、
図
に
当
た
っ
た
。
こ
れ
は

（☞

）「p
.5

7

」
の
誤
り
で
、
そ
の
「In

 D
o
n

eg
a
l,…

」
以
下
の
段
落
に
出
現
す
る
こ
と
が
確
認
出
来
た
。 

 
 

 

＊ 

If o
n

e
 ta

k
e
s a

s m
a
n

y
 b

u
d

s fro
m

 a
n

 a
ld

e
r b

u
sh

 a
s o

n
e
 h

a
s w

a
r
ts, a

n
d

 b
u

r
ie

s th
e
m

, th
ere

 sh
o
u

ld
 

so
o
n

 b
e
 a

 c
u

re
. 

 
 

 

＊ 

「
八
音
」
以
下
の
「
壎
」
と
と
も
に
、
事
前
に
電
子
化
注
し
た
『
「
和
漢
三
才
圖
會
」
卷
第
十
八 

樂
噐

類 

壎
（
け
ん
） 

／ 

べ
ッ
セ
ル
・
フ
ル
ー
ト
（
土
笛
）』
を
参
照
さ
れ
た
い
。
一
部
、
熊
楠
の
引
用

に
は
不
審
が
あ
っ
た
の
で
、
訂
し
た
。 

「
匏
」「
は
う
（
ほ
う
）」。
瓢

ひ
さ
ご

を
素
材
と
し
た
楽
器
の
一
種
で
、
本
邦
の
笙

し
ょ
う

の
類
か
ら
発
せ
ら
れ
る
音
。 

「
白
虎
通
」
中
国
，
後
漢
の
班
固
の
編
集
し
た
書
。
正
し
く
は
「
白
虎
通
義

び
ゃ
っ
こ
つ
う
ぎ

」
。
後
漢
の
章
帝
が
、
七
九

年
に
、
諸
学
者
を
白
虎
観
に
集
め
、
儒
教
の
経
書
に
関
す
る
解
釈
の
異
同
に
つ
い
て
討
論
さ
せ
、
こ
れ
を

http://www.botanic.jp/plants-aa/isunok.htm
http://www2u.biglobe.ne.jp/~gen-yu/isunoki.html
https://archive.org/details/cu31924031044468/page/n5/mode/2up
https://archive.org/details/cu31924031044468/page/n69/mode/2up
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/05/post-700ac9.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/05/post-700ac9.html


折
衷
し
て
「
白
虎
通
徳
論
」
を
作
っ
た
が
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
班
固
が
編
集
し
た
も
の
。
経
書
中
の
主
要

な
事
項
に
つ
い
て
、
総
括
し
た
解
説
が
あ
る
（「
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
」
に
拠
っ
た
）。 

「
ヒ
ヨ
ン
の
笛
」
「
ひ
ょ
ん
の
笛
」
。
イ
ス
ノ
キ
（
「
ひ
ょ
ん
の
き
」
の
異
名
が
あ
る
）
の
虫
瘤
で
製
し
た

笛
。
個
人
ブ
ロ
グ
「
俳
句
の
迷
宮
」
の
「
ひ
ょ
ん
の
笛
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
写
真
も
あ
る
。 

『
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
の
學
僧
兼
飮
仙
「
ヂ
ー
ン
、
ハ
ー
フ
ヲ
ー
ド
」
』
不
詳
。 

「
ビ
ヤ
ボ
ン
」「
琵
琶
笛
」
「
口
琴
」
と
書
き
、
江
戸
時
代
の
子
供
用
の
玩
具
楽
器
で
、
二
叉
に
し
た
鋼
に

針
状
の
鉄
を
挟
ん
だ
も
の
を
口
に
含
み
、
振
動
さ
せ
て
鳴
ら
す
も
の
。 

「
ポ
コ
ン
ポ
コ
ン
」
「
ポ
ヒ
ン
」
「
ポ
コ
ペ
ン
」
「
ポ
ッ
ペ
ン
」
等
と
も
呼
ぶ
。
薄
い
ガ
ラ
ス
で
出
来
た
玩

具
。
首
が
長
い
管
に
な
っ
た
フ
ラ
ス
コ
形
の
も
の
で
、
底
の
ガ
ラ
ス
を
薄
く
し
、
息
の
出
入
に
よ
っ
て

「
ポ
ピ
ン
、
ポ
ピ
ン
」
と
鳴
る
よ
う
に
し
た
も
の
。 

「
タ
ム
タ
ム
（
拍
皷
）」T

am
-tam

。
金
属
で
作
ら
れ
た
大
型
の
打
楽
器
。
当
該
ウ
ィ
キ
を
見
ら
れ
た
い
。 

「
那
智
山
と
高
田
村
の
間
だ
に
、
烏
帽
子
岩
」
（
ゑ
ぼ
し
い
は
）「
と
て
甚
だ
淋
し
き
處
有
り
」
こ
こ
（
グ

ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）
。
サ
イ
ド
・
パ
ネ
ル
の
写
真
の
こ
こ
と
、
こ
こ
を
参
照
。
ま
さ
に
烏
帽

子
！ 

「
水
楊
」
キ
ン
ト
ラ
ノ
オ
目
ヤ
ナ
ギ
科
ヤ
ナ
ギ
属
カ
ワ
ヤ
ナ
ギ S

a
lix g

ilg
ia

n
a

 

。
学
名
の
グ
ー
グ
ル
画
像

検
索
を
リ
ン
ク
し
て
お
く
。 

「
コ
ア
カ
ソ
」
バ
ラ
目
イ
ラ
ク
サ
科
カ
ラ
ム
シ
連
（clad

e I

：B
o

eh
m

erieae

）
カ
ラ
ム
シ
属 B

o
eh

m
eria

 

sp
ica

ta
 

。
同
前
。］ 

 
 

http://haikumeikyu.seesaa.net/article/390272915.html
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BF%E3%83%A0%E3%82%BF%E3%83%A0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BF%E3%83%A0%E3%82%BF%E3%83%A0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BF%E3%83%A0%E3%82%BF%E3%83%A0
https://www.google.com/maps/place/%E7%83%8F%E5%B8%BD%E5%AD%90%E5%B1%B1/@33.6995719,135.8954549,14.5z/data=!4m5!3m4!1s0x6006401c257705b5:0x87f1bb892339c3b6!8m2!3d33.696143!4d135.9008502
https://www.google.com/maps/place/%E7%83%8F%E5%B8%BD%E5%AD%90%E5%B1%B1/@33.696143,135.9008502,3a,75y,90t/data=!3m8!1e2!3m6!1sAF1QipNaCG0Ui9zmAgiowXH0FQY5djlPg3mRRJudyPa8!2e10!3e12!6shttps:%2F%2Flh5.googleusercontent.com%2Fp%2FAF1QipNaCG0Ui9zmAgiowXH0FQY5djlPg3mRRJudyPa8%3Dw203-h270-k-no!7i2448!8i3264!4m5!3m4!1s0x6006401c257705b5:0x87f1bb892339c3b6!8m2!3d33.696143!4d135.9008502
https://www.google.com/maps/place/%E7%83%8F%E5%B8%BD%E5%AD%90%E5%B1%B1/@33.696143,135.9008502,3a,75y,90t/data=!3m8!1e2!3m6!1sAF1QipPx3LoZzLo4tKrfi6fgPAKTbfGcfOERinAMdgXE!2e10!3e12!6shttps:%2F%2Flh5.googleusercontent.com%2Fp%2FAF1QipPx3LoZzLo4tKrfi6fgPAKTbfGcfOERinAMdgXE%3Dw203-h360-k-no!7i1152!8i2048!4m5!3m4!1s0x6006401c257705b5:0x87f1bb892339c3b6!8m2!3d33.696143!4d135.9008502
https://www.google.com/maps/place/%E7%83%8F%E5%B8%BD%E5%AD%90%E5%B1%B1/@33.696143,135.9008502,3a,75y,90t/data=!3m8!1e2!3m6!1sAF1QipPx3LoZzLo4tKrfi6fgPAKTbfGcfOERinAMdgXE!2e10!3e12!6shttps:%2F%2Flh5.googleusercontent.com%2Fp%2FAF1QipPx3LoZzLo4tKrfi6fgPAKTbfGcfOERinAMdgXE%3Dw203-h360-k-no!7i1152!8i2048!4m5!3m4!1s0x6006401c257705b5:0x87f1bb892339c3b6!8m2!3d33.696143!4d135.9008502
https://www.google.com/maps/place/%E7%83%8F%E5%B8%BD%E5%AD%90%E5%B1%B1/@33.696143,135.9008502,3a,75y,90t/data=!3m8!1e2!3m6!1sAF1QipPx3LoZzLo4tKrfi6fgPAKTbfGcfOERinAMdgXE!2e10!3e12!6shttps:%2F%2Flh5.googleusercontent.com%2Fp%2FAF1QipPx3LoZzLo4tKrfi6fgPAKTbfGcfOERinAMdgXE%3Dw203-h360-k-no!7i1152!8i2048!4m5!3m4!1s0x6006401c257705b5:0x87f1bb892339c3b6!8m2!3d33.696143!4d135.9008502
https://www.google.com/search?q=Salix+gilgiana&rlz=1C1JDZX_jaJP949JP949&sxsrf=ALiCzsYAGj8h7qyVjPefnbuluSPL-8sR_A:1652664680861&source=lnms&tbm=isch&sa=X&ved=2ahUKEwjo8_DZ7-L3AhXuG6YKHUvWD-YQ_AUoAXoECAEQAw&biw=1920&bih=937&dpr=1
https://www.google.com/search?q=Salix+gilgiana&rlz=1C1JDZX_jaJP949JP949&sxsrf=ALiCzsYAGj8h7qyVjPefnbuluSPL-8sR_A:1652664680861&source=lnms&tbm=isch&sa=X&ved=2ahUKEwjo8_DZ7-L3AhXuG6YKHUvWD-YQ_AUoAXoECAEQAw&biw=1920&bih=937&dpr=1
https://www.google.com/search?q=Boehmeria+spicata&rlz=1C1JDZX_jaJP949JP949&sxsrf=ALiCzsY35uNo74Gz0q9FKcIuZiMSc__Xpw:1652664896062&source=lnms&tbm=isch&sa=X&ved=2ahUKEwjB4r_A8OL3AhVqw4sBHUVjCdoQ_AUoAXoECAEQAw&biw=1920&bih=937&dpr=1

